
　

わ
が
国
の
家
族
農
業
経
営
が
脆
弱
化
し
つ
つ
あ

る
な
か
で
、
多
様
な
法
人
経
営
に
そ
の
ひ
と
つ
の

解
決
策
が
見
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
書
で

も
、
土
地
利
用
型
農
業
に
お
け
る
法
人
経
営
の
事

例
と
し
て
、
有
限
会
社
、
集
落
営
農
組
織
が
法
人

化
し
た
農
事
組
合
法
人
、
農
協
出
資
の
農
業
生
産

法
人
、
市
町
村
農
業
公
社
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
農
業
経
営
の
法
人
化
の
方
向

を
、
か
つ
て
、
二
十
世
紀
社
会
主
義
が

農
業
生
産
協
同
組
合
や
国
営
農
場
等
の

法
人
経
営
の
創
設
を
通
じ
て
行
っ
た
実

験
を
、
当
時
よ
り
は
る
か
に
高
い
技
術

水
準
の
も
と
で
追
体
験
す
る
も
の
と
解

釈
し
、
こ
の
実
験
か
ら
二
十
一
世
紀
日
本
農
業
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
が
本
書
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。

　

分
析
の
対
象
で
あ
る
東
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
五

一
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
西
ド
イ
ツ
と
比
較
し

て
遜
色
の
な
い
経
済
成
長
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
な

か
で
農
業
部
門
の
成
長
率
は
不
安
定
で
あ
り
、
度

重
な
る
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
す
る
な
ど
順
調
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
農
業
の
労
働
生
産
性
の
伸

び
も
経
済
全
体
の
そ
れ
に
及
ば
な
か
っ
た
。
食
肉

消
費
量
の
急
速
な
増
加
に
対
し
て
飼
料
穀
物
の
生

産
が
追
い
つ
か
ず
、
一
九
七
三
年
か
ら
九
年
間
連

続
し
て
貿
易
赤
字
を
記
録
す
る
な
か
、
穀
物
輸
入

は
原
油
輸
入
と
並
ん
で
外
貨
不
足
の
大
き
な
要
因

と
な
っ
た
。
基
本
食
料
、
特
に
畜
産
物
消
費
は
量

的
に
は
西
ド
イ
ツ
に
追
い
つ
い
た
が
、
果
実
や
飲

料
な
ど
嗜
好
性
が
強
い
食
品
の
一
人
当
た
り
消
費

量
は
、
西
ド
イ
ツ
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
な
か

っ
た
。

　

東
ド
イ
ツ
社
会
主
義
農
業
で
は
、
農
地
は
大
部

分
が
私
有
で
あ
っ
た
た
め
、
法
人
経
営
の
圧
倒
的

部
分
は
生
産
農
業
協
同
組
合
が
担
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
当
初
、
土
地
改
革
後
の
個
別
農
業
経
営
を
持

ち
寄
っ
て
結
成
さ
れ
、
徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
た

が
、
特
に
一
九
七
〇
年
代
、
農
業
の
工
業
化
路
線

に
よ
り
、
合
併
に
よ
る
大
規
模
化
、
耕
種
と
畜
産

の
経
営
分
離
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
圃
場
の

大
規
模
化
が
逆
に
分
散
地
等
を
生
み
出
し
、
実
質

的
な
不
作
付
地
が
拡
大
し
た
こ
と
と
踏
圧
問
題
、

画
一
的
な
航
空
防
除
・
施
肥
に
よ
る
肥
料
・
農
薬

の
投
入
効
率
の
悪
化
、
穀
物
・
根
菜
類
の
連
作
な

ど
が
低
単
収
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
耕
種
と
畜

産
の
分
離
に
よ
っ
て
物
質
循
環
の
撹
乱
が
生
じ
、

飼
料
と
液
肥
・
堆
肥
の
過
剰
と
不
足
の
併
存
、
そ

れ
ら
の
輸
送
距
離
・
費
用
の
増
大
等
に
よ
り
収
益

性
が
悪
化
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
一
九
八
〇
年

代
に
は
法
人
経
営
の
規
模
は
か
え
っ
て
縮
小
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
う
け
て
、
著
者
の
日
本
農
業
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
従
来

の
家
族
農
業
経
営
と
は
異
な
る
、
多
様
な
法
人
経

営
の
可
能
性
を
広
げ
る
。
そ
こ
で
は
、
若
者
が
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
な
労
働
報
酬
条
件
を
確
保
し
、

休
暇
や
住
宅
等
の
福
利
厚
生
条
件
の
改
善
を
図
る
。

他
方
で
、
こ
う
し
た
経
営
は
植
物
工
場
や
動
物
工

場
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
地
域
の
自
然
条
件
・
社

会
経
済
条
件
を
十
分
に
活
か
し
、
そ
れ
ら
を
歴
史

的
に
担
っ
て
き
た
家
族
経
営
や
集
落
と
の
新
た
な

連
携
を
作
り
だ
す
。
新
た
な
経
営
体
相

互
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
等
の

流
通
組
織
と
広
範
に
協
力
す
る
。
消
費

者
の
農
産
物
消
費
と
農
業
体
験
の
総
合

性
に
対
す
る
要
求
に
対
応
し
、
耕
種
と

畜
産
の
経
営
内
・
地
域
内
結
合
を
図
る
。

若
者
と
と
も
に
老
人
が
活
躍
す
る
場
を
提
供
す
る

新
た
な
社
会
的
役
割
を
農
業
が
担
う
。
な
ど
で
あ

る
。

　

法
人
経
営
で
あ
る
な
ら
、
あ
る
い
は
大
規
模
で

あ
る
な
ら
経
営
的
に
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
も
な
く
、
当
然
な
が
ら
、
土
壌
や
作

業
条
件
、
機
械
体
系
、
市
場
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
な
ど
、
経
営
の
観
点
、
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
観

点
か
ら
考
慮
す
べ
き
点
が
多
い
と
感
じ
た
。

（
一
九
九
九
年
一
〇
月
、三
一
六
頁
、三
、二
〇
〇
円
）

（
桜
井
慎
悟
）
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